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こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
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０

議
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日
誌

　

９
月
３
日
に
開
会
し
た
議
会
で
す
が
、
当

日
の
３
日
と
直
後
の
４
日
、
６
日
と
相
次
い

で
市
内
在
住
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
発
表
さ
れ
、そ
ん
な
中
、議
会
は
、様
々

な
感
染
防
止
対
策
を
施
し
な
が
ら
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
本
会
議
場
は
、
座
席
を
ア
ク
リ

ル
板
で
仕
切
り
、
本
会
議
以
外
の
委
員
会
は
、

会
場
を
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
移
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
し

た
が
、
昨
年
度
の
決
算
や
提
出
議
案
、
ま
た
、

市
民
か
ら
の
陳
情
な
ど
が
シ
ッ
カ
リ
と
審
議

さ
れ
、
一
般
質
問
で
は
、
か
つ
て
な
く
多
数

の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
予
想
さ
れ
る
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
山
武
市
町
会
の
要
請
に
よ
っ
て
東
千
葉

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
が
開
設
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
な
朗
報

で
す
。
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
に
お
互
い

努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

蛭
田 

公
二
郎

編
集
後
記

　
令
和
２
年　
【
７
月
】

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

31
日　

市
議
会
第
２
回
臨
時
会　

　
　
　
　
　
　
【
８
月
】

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
９
月
】

３
日　

市
議
会
第
３
回
定
例
会　

開
会

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

８
日　

一
般
質
問

　
　
　

代
表
質
問　

３
会
派
・
８
人

　
　
　

個
人
質
問　

２
人

９
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

一
般
質
問　

個
人
質
問　

５
人

15
日　

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

16
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

17
日　

決
算
特
別
委
員
会

18
日　

決
算
特
別
委
員
会

23
日　

決
算
特
別
委
員
会

30
日　

市
議
会
第
３
回
定
例
会　

閉
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
10
月
】

６
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

次
回
定
例
会

請
願
・
陳
情

　

市
議
会
は
、
１
年
に
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ

て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
本
会
議
の
内
容

を
詳
し
く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
図
書
室
（
保

健
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

・
中
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
白
里
公
民
館
）
で
会
議

録
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12

月
３
日
（
木
）
開
会
予
定
で
す
。

　

こ
の
定
例
会
で
審
査
す
る
請
願
・
陳
情

は
、
11
月
25
日
（
水
）
の
午
後
５
時
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

山
下 

豊
昭
　
議
員

市
財
政
事
情
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
に
つ
い
て

個人質問
問　

本
市
の
財
政
状
況
は
前
年
に
引
き
続

き
大
変
厳
し
い
認
識
の
中
で
伺
い
ま
す
。

執
行
部
説
明
で
は
、
予
算
編
成
時
に
新
規

事
業
の
抑
制
、
経
費
削
減
検
証
を
行
い
、

既
存
事
業
の
休
廃
止
縮
小
を
行
っ
た
様
だ

が
確
認
の
為
伺
い
ま
す
。
ど
の
様
な
事
業

を
休
廃
止
さ
れ
た
の
か
お
示
し
下
さ
い
。

答　

令
和
元
年
度
に
て
土
地
取
得
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

の
３
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
し
ま
し
た
。

問　

３
事
業
廃
止
に
伴
い
令
和
２
年
度
以

後
、
実
質
的
予
算
削
減
に
係
る
影
響
は
、

ど
の
様
に
推
移
す
る
か
お
示
し
下
さ
い
。

答　

予
算
へ
の
影
響
と
し
て
土
地
取
得
事

業
は
廃
止
に
伴
う
清
算
金
を
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

は
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
、
下
水
道
事

業
会
計
へ
移
行
の
為
、
前
年
度
比
較
で
直

ち
に
、
予
算
削
減
は
発
生
せ
ず
地
方
公
営

企
業
法
適
用
で
経
営
効
率
化
が
期
待
出
来

る
所
で
す
。
更
に
予
算
説
明
時
は
今
後
、

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

問　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
定
の
理
解

を
致
し
ま
す
。
次
に
防
災
対
策
費
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
昨
年
９
～
10
月
に
強
力

な
台
風
、
大
雨
浸
水
被
害
に
多
く
の
当
市

市
民
の
皆
様
が
被
災
さ
れ
た
事
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
年
度
防
災
対
策
費

は
重
点
的
予
算
配
分
を
行
っ
た
と
あ
る
が

一
番
目
に
現
時
点
に
於
け
る
予
防
対
策
費

用
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
二
番
目

に
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
職
員
の
防
災
意

識
、
初
動
対
応
強
化
に
つ
い
て
ど
の
様
な

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

答　

安
全
対
策
課
と
し
て
使
用
済
毛
布
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
、
津
波
避
難
施
設
整

備
、
食
糧
飲
料
水
等
の
災
害
備
品
等
の
購

入
で
す
。
二
番
目
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

は
水
防
、
災
害
初
動
対
応
訓
練
を
実
施
し

職
員
へ
の
意
識
啓
発
を
行
っ
た
所
で
す
。

問　

理
解
致
し
ま
し
た
。
本
年
度
に
向
け

十
分
な
対
応
の
程
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

災
害
後
の
支
援
も
大
変
重
要
な
支
援
で
す

が
防
災
上
に
於
い
て
最
も
大
切
な
事
は
災

害
を
未
然
に
、
住
民
へ
の
被
害
を
防
ぐ
事

を
最
優
先
に
考
え
る
予
防
対
策
に
考
え
方

を
シ
フ
ト
す
る
事
と
考
え
ま
す
。
教
訓
に

学
び
先
を
見
据
え
る
行
政
で
あ
っ
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
の
質
問
に

移
り
ま
す
。
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に
つ

い
て
で
す
。
資
料
の
中
で
現
年
度
市
町
村

民
税
、
個
人
24
億
７
９
２
３
万
、
法
人
税

１
億
１
５
８
６
万
、
構
成
比
率
は
個
人
税

49
．
８
％
、
法
人
税
２
．
３
％
で
す
。
こ

の
事
か
ら
も
本
市
の
税
財
源
は
市
民
の
納

入
税
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
認
識
出
来
ま

す
。
一
番
目
に
県
道
一
二
八
号
沿
い
に
大

型
店
舗
が
開
店
予
定
で
す
が
次
年
度
法
人

税
の
推
移
は
ど
の
様
に
な
る
の
か
、
二
番

目
に
今
後
の
企
業
法
人
誘
致
の
必
要
性
及

び
認
識
に
つ
い
て
お
示
し
下
さ
い
。

答　

新
規
事
業
者
資
本
金
１
８
８
億
円
で

あ
り
法
人
市
民
税
均
等
割
法
で
店
舗
事
業

者
50
人
以
下
で
41
万
、
50
人
以
上
３
０
０

万
と
な
り
、
現
在
確
実
な
数
字
は
41
万
で

あ
り
今
後
の
市
民
税
中
の
法
人
市
民
税
の

構
成
比
は
４
．
４
３
％
で
０
．
０
１
％
増

で
す
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
い
て
優
遇
措

置
制
度
の
拡
充
・
地
区
運
用
基
準
を
策
定

し
て
新
た
な
企
業
誘
致
に
向
け
検
討
を
行

い
、本
市
経
済
活
性
化
に
継
げ
て
参
り
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
財
政
調
整

基
金
を
必
死
で
守
り
本
来
の
行
政
運
営
を

自
主
財
源
ベ
ー
ス
に
戻
す
べ
く
積
極
策
を

実
行
す
る
行
政
で
あ
っ
て
頂
き
た
く
期
待

を
致
し
ま
す
。
又
、
ふ
る
さ
と
納
税
拡
充
、

空
き
家
対
策
、
移
住
計
画
の
推
進
、
地
方

交
付
税
配
布
に
関
わ
る
国
勢
調
査
も
し
っ

か
り
対
応
頂
き
た
い
。
結
び
に
行
政
と
議

会
が
共
に
切
磋
琢
磨
し
知
恵
を
出
し
共
に

進
む
事
を
表
明
し
質
問
を
終
り
ま
す
。

令和２年市議会第２回臨時会・第３回定例会　採決結果一覧

賛否が分かれた議案、発議案、陳情など
※結果欄の意味は次のとおりです。
　「○」＝賛成　　「×」＝反対　　「欠」＝欠席
　「可」＝可決　　「同」＝同意　　「否」＝否決　　「採」＝採択　　「不」＝不採択
　「棄」＝棄権　　「承」＝承認　　「認」＝認定

※議長（田辺正弘議員）は採決に加わりません。
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議案番号 件　　　　　　名

認定第１号 令和元年度大網白里市各会計歳入歳出決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

陳情第９号 議会運営委員会の会議録を公開してもらうための陳情 不 × × × × × × × × ○ × × × × × × ○ × 2

出席議員の総員が賛成した議案等
議案
番号 件　　　　　　　　　　　名 結果 議案

番号 件　　　　　　　　　　　名 結果

第 ２ 回 臨 時 会 ４ 令和２年度大網白里市ガス事業会計補正予算（第１号） 可

1 令和２年度大網白里市一般会計補正予算（第３号） 可 ５ 令和２年度大網白里市病院事業会計補正予算（第１号） 可

第 ３ 回 定 例 会 ６ 大網白里市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可

1 令和２年度大網白里市一般会計補正予算（第４号） 可 ７ 市道の認定及び廃止について 可

２ 令和２年度大網白里市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 ８ 大網白里市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同

３ 令和２年度大網白里市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 ９ 財産の取得について 可

　※陳情第８号「議会運営委員会を見習って、入札監視委員会を設置してもらうための陳情」は継続審査となりました。


